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第 96 回 

『「品性が希望を生み出す」 〜 心温まる配慮 〜』 

 

2022年 2月 12日、筆者は、『風の谷・がん哲外来カフェ inいちかわ』(代表者：

中村純子 氏、担当者：中村良勇 氏)での、講演『苦しみが品性を磨き、その品

性が希望を生み出す』に赴いた。 池袋から山手線で日暮里駅に向かう電車の中

で、巣鴨での『岡倉天心記念 がん哲学外来・巣鴨カフェ「桜」』に行かれるス

タッフの方に偶然にお会した。 筆者は、日暮里駅から京成本線で、京成高砂駅

に向かい、北総鉄道北総線に乗り換え北国分駅に到着した。 北国分駅に中村良

勇 氏が迎えに来ていただき、『風の谷こども園』の川副孝夫 園長と『風の谷

カフェ定例会の会場』である『風の谷こども園』を見学した。 そして、今回の

会場である『まつど市民活動サポートセンター』に移動した。 講演後、参加の

皆様との座談会を終え、スタッフの皆様と引き続きお話をした。 大変有意義な

時であった。 スタッフ、参加者の中に、『上智大学グリーフケア人材養成講座』

の生徒さんも居られ、筆者の『上智大学グリーフケア人材養成講座』での講義

が鮮明に思い出された（１，２）。 

 

『「寄り添う」「支える」の違い。 ただ居るだけで、 “支え”になっている

こと、深く感銘を受けました。』、「先生のお話のひとつひとつが ご参加いた

だいた皆様の心に響くものがあったと思います。 どなたも とても良い時間を

過ごされたのではないかと感じております。」、「格調高い講演でした。 若い

方々が意欲のある力強さを感じました。 皆さん心から又の講演をお待ちしてい

る様でしたね。」などなど 愛情あふれるコメントを頂いた。 今年の 12月頃『風

の谷こども園さかえ・こどもセンター』で 1周年記念講演会が開催される予感

がする。 本当に貴重な１日であった。 お手伝いをされていた、中村夫妻の娘

様の真摯な姿には大いに感動した。 また、会場には、『ホップ・ステップ・ハ

ッピイ』代表の福原俊二郎 氏が制作された『樋野興夫著作集全 10巻』のプリ

ントが置かれていた（３，４ページ）。 心温まる配慮には ただただ感謝であ

る。 
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